
 

 

 

１ はじめに 

近年、児童生徒の心身の健康課題は多様化し、医療機関との連携や配慮を必要とする事例も増加

傾向にある。そのため、課題解決に向けて、養護教諭が的確に判断し、円滑に対応できるように、危機

管理意識をもち、学校・家庭・関係機関と連携して、組織的に対応していく必要がある。また、健康課

題を解決する過程においては、児童生徒が自己理解を深め、自らの生活や行動を見直し、改善するこ

とができる資質や能力を育てることが重要視されてきた。 

   羽島郡養護教諭部会では、保健室経営の土台となる保健管理を充実させ、児童生徒や保護者に対

して一貫した指導や対応を行うことで、多様化する児童生徒の健康問題に組織的に対応でき、児童

生徒の課題解決のための資質や能力を育て高めることにつながると考えた。そこで、目指す子どもの

姿を「①自己の生活を見つめ、健康課題に気づき、主体的に健康な生活を実践する子」、「②今後起こ

りうる危機に対して、主体的に判断かつ行動することができる子」と設定した。 

 

２ 研究テーマ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【養護教諭部会】 

健康課題に気づき、主体的に健康な生活を実践できる子をめざして

～新型コロナウイルス感染症予防対策を通じて～ 

 

養護教諭の専門的力量を高めるために ～危機管理意識を高める保健室経営の在り方～ 

【仮説】 養護教諭が高い危機管理意識をもち、管理的側面と教育的側面から保健室経営を行うことで、 

教職員・児童生徒の危機回避能力が高まり、主体的に健康で安全な生活ができる子どもが育つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理的側面 

令和２年度 

・職員研修の実施 

 

令和元年度 

・フローチャートの作成 

・職員研修の計画 

・研修「救急隊到着までの連携」 
  講師 羽島郡広域連合消防本部救急救命士 

 

平成３０年度 

・実態把握と課題の明確化 

・危機管理体制の整備 

・研修「食物アレルギー対応」 
  講師 寺本クリニック 寺本貴英先生 

【羽島郡の実態】  ・経験年数が１０年以下の養護教諭が多く、経験が浅い。 

・自分で考え判断し、自分の意志で行動する力が弱い児童生徒が多い。 

・児童生徒の心身の健康課題が多様化し、医療機関との連携や配慮を必要とする事例が

増加傾向にある。 

・若年層の教職員増加により、職員の危機管理意識や緊急時対応への不安が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

・生活リズムチェック、アンケートの実施 

・効果的な保健指導の検討、実施 

教育的側面 

 

平成３０年度 

・食物アレルギーをもつ児童生徒理解の 

ための全体指導 

 

令和元年度 

・保健指導の計画 

・生活リズムチェック、アンケートの作成 



３ 実践 危機管理に対する実践 

（１）実態把握と課題の明確化 

養護教諭部会では、各校の危機管理マニュアルとヒヤリハット事例を交流し、緊急時の対応につ

いて検討した。また、教職員に対して、てんかんや食物アレルギー、頭部打撲などの傷病時の対応に

ついて、「危機管理についての調査」を実施した。（資料①） 

調査の結果、てんかんや頭部打撲などは、対応したり立ち会ったりしたことがある教職員が多い

反面、「対応の仕方について知らない」「自信がない」と答えた教職員が多くいた。（資料②）研修をし

てほしい内容は、「てんかん」「運動誘発」「頭部打撲」の対応が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）危機管理体制の整備 

①フローチャートの作成 

教職員の危機管理についての調査結果を受け、職員研修の必 

 要性を感じた。どの学校でも同様に職員研修ができるように、 

「てんかん」「熱中症」「食物アレルギー」について疾病の概要をま 

 とめた。裏面には、チェックしながら対応できるフローチャートを 

 つけた。それらのフローチャートは、養護教諭だけでなく、全教職 

員が迅速に対応できるように、各教室に設置した。 

 

②アクションカードの作成 

養護教諭や管理職が不在であっても、迅速かつ適切に対応できるアクションカードが有効にな

ると考え、作成した。（資料③）アクションカードは、教職員の役割が記されており、確実に役割分

担ができるようにした。また、カードを受け取った教職員が自分の役割を理解し、的確に対応す

ることが可能となった。さらに、記録を担当する教職員が、症状や対応を時系列で記入できるよ

うに、緊急対応記録表を作成し、アクションカードと一緒に設置した。 

養護教諭部会で作成したフローチャートとアクションカードを用い、シミュレーション研修を行

った。食物アレルギーや熱中症など、教職員自らが考えて行動できるように、具体的な事例を設
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定した。アクションカードを使用しての職員研修は、一人一人の役割が明確になり、より迅速な

対応へとつなげることができた。研修後に再度危機管理についての調査を実施したところ、「よ

り早く、より自信をもって対応することができた」という感想が多くあった。（資料④⑤） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）養護教諭自身の研修の充実 

①食物アレルギー対応研修 

寺本こどもクリニック 寺本貴英先生を講師に招き、養護教諭や保  

健主事、担任、栄養教諭など、食物アレルギーを抱える児童生徒と深

く関わる教職員を対象に研修を行った。疫学や対応について学ぶと

ともに、本物のエピペンを打つ体験を行った。 

 

②救急救命士による研修 

羽島郡広域連合消防本部より、救急救命士2名を講師に招き、学

校事故や緊急時における救急車到着までの連携について研修を行っ

た。実際に学校現場で起きた緊急搬送事例についてグループ別検討

を行い、その後、救急救命士と顧問校長からご指導をいただいた。ま

た、質疑応答の時間には、救急車を要請する基準や学校に置いてお

くとよい救護資機材などについて、日頃疑問に思っていることや連

携について交流した。 

 

③事例研修（てんかん発作） 

実際に立ち会ったてんかん発作について交流

した。しかし、養護教諭としての経験が浅く、てん

かんの発作に立ち会ったことがない者や、対応

に自信がない者もいるため、DVDを活用して発

作の種類や対応について学んだ。 

そこで、現場で活用できるチェックリストの必

要性を感じ、羽島郡独自のてんかん発作のチェ

ックリストを作成した。（資料⑥-1，2）養護教諭

不在時でも活用できるように教職員に伝達し、

職員室や各教室に設置した。 

 

 

 



４ 新型コロナウイルス感染症に対する実践 

２年間の研究を通して、危機管理について教職員に対するアプローチを行ったり、養護教諭自身の

力量をつけたりすることができた。児童生徒に対するアプローチへと指導をつなげようと計画して

いた矢先、新型コロナウイルス感染症が流行し、令和２年３月に緊急事態宣言が全国に発令された。

新型コロナウイルス感染症対策というこの新しい危機的課題を目の当たりにし、養護教諭部会では

新たな目標を掲げて取り組むこととした。 

この危機的課題を通して、自らの健康を守るために進んで考え行動することで、羽島郡の目指す

子どもの姿である「①自己の生活を見つめ、健康課題に気づき、主体的に健康な生活を実践する子」

と「②今後起こりうる危機に対して、主体的に判断かつ行動することができる子」の育成につながる

と考えた。 

さらに、様々な状況の中で自分の行動が、他者の健康を守ること、つまり、他者を思いやることに

つながると考え、「自分や仲間の健康のために行動できる子」を目標に掲げ、研究に取り組むことと

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心安全な学校体制づくり 

①感染予防のための環境整備 

ア． 学校設備 

臨時休業中には、学校再開時に向けて安心安全な学校生活を目指し、環境を整えた。密 

集を避け、ソーシャルディスタンスが確保できるように、手洗い場やトイレの前に待つ位置 

を床に示した。また、水道蛇口をすべてレバー式に交換し、手指で蛇口を握ることを避け、 

接触感染を防止した。低学年が使用する手洗い場には、以前は、水道に並ぶ児童が多く混 

雑することがあったが、自動水栓が設置されたことで、待ち時間を短縮することができ、密 

集することを回避できた。 

 

 

 

 

 

 

自分や仲間の健康のために行動できる子 

【児童生徒の実態】 

自らの健康課題に対し、行動変容する力が弱い。 

自分で考え、判断する力が弱い。 
 

新型コロナウイルス感染症 

緊急事態宣言発令 



イ． 物品の確保 

手指消毒液や非接触式体温計、マスクなど学校再開時に必要と思われる物品が手に入 

りにくい状態であった。そんな中、学校薬剤師に助言を求めたり、ドラッグストアや地域の 

業者へ出向いたりし、安心安全に児童生徒を迎えられるよう、準備した。 

さらに、教育委員会（生涯教育課・教育文化課）や地域より、以下のような物品の購入や 

貸し出しがあった。 

       〇サーマルカメラ 

校舎入口に設置し、来校者の体温を測定している。来校

者には手指消毒、体温計測をお願いし、記録を残している。

また、児童生徒用玄関にも設置したことで、児童生徒が自分

自身で気軽に体温をチェックできるようにした。 休み時間

などに、すぐに自分の体温を知ることができるようになっ

たことは、自己管理意識を高めることにつながった。 

 

〇足踏み式消毒ポンプ 

校内の各所に設置し、来校者にも確実に手指

消毒をお願いしている。その中でも、地域の岐阜

工業高校より頂いた手作りの足踏み式消毒用ポ

ンプは、木材で丈夫に作られており、とても温か

みのあるものである。 

 

〇非接触式体温計 

朝の検温忘れの児童生徒に使用した

り、体調不良者に対して、保健室や別

室待機場所に設置して活用したりして

いる。衛生的に素早く検温できるた

め、養護教諭の執務の効率化にも役立

っている。 

      

 〇ビッグファン 

休み時間に各教室・廊下で稼働し、換気の効率を高め

た。ビッグファンによる空気の循環により、感染対策を強

化して、全校で換気を徹底した。ビッグファンがあること

で、教職員だけでなく児童生徒も換気の意識を高めること

ができた。 

 

       〇マスク 

          児童生徒の人数分の手作りガーゼマスクや不織布のマスクが寄付され、代替え用のマ

スクとして備蓄の確保ができた。 

 



②感染予防のための教職員に対するアプローチ 

ア． １日の動きを想定したシミュレーション 

感染症予防のため、新しい生活様式を伴う学校生活を計画する必要があった。児童生徒 

が生活するにあたり、学校での１日の流れを考慮した。登校時、授業、給食、休み時間、掃除 

など、具体的な活動場面で動線を考え、感染症予防対策を提案し、教職員と繰り返し検討し 

た。実際に、手洗いの時間を確保するため休み時間を長くとるよう日課を変更したり、教室 

の密を避けるため、空いていた教室や体育館を教室にして授業を行ったりした。さらに、中 

学校では制服はこまめな洗濯ができないことや、着替えの時に密になることから、制服で 

はなく体操服で生活するなど、各学校でできる限りの対策を考えた。 

 

イ． 消毒の仕方 

学校内の消毒の方法や約束について、学校医や学校薬剤師に 

ご助言をいただき、消毒のルールを決め、教職員に周知徹底し 

た。大勢がよく手を触れる箇所（ドアノブ、手すり、電気スイッチ） 

などは、１日１回以上消毒することとした。いつ、誰が、どこを、ど 

のようにして消毒をするか、具体的にマニュアルに示した。 

 

ウ． 保健室での対応 

学校内で、発熱などの風邪症状を有する児童生徒がいる場合には、保健室内で休養せ 

ず、他の児童生徒との接触を避け、別室で待機できるよう、第2保健室を設営した。けがの 

児童生徒は第1保健室、体調不良の児童生徒は第2保健室を利用することを全教職員に周 

知した。 

また、けがや風邪症状以外の疾病、健康相談で来室する児童生徒の感染予防のためにも、 

児童生徒が触れる場所はすべてアルコール消毒可能なものに変更した。 

 

（２）自分で考え、行動できる子を育てる 

①臨時休業中の保健指導 

全国の小中学校が一斉に休業となり、先の見えない自宅待機

生活において、学校と家庭をつなぐために、ほけんだよりをホー

ムページに掲載したり、動画配信を行ったりして、養護教諭とし

てできる保健指導を実施した。ほけんだよりには、正しい手洗い

方法や規則正しい生活リズムの大切さなど、新型コロナウイルス

感染症の予防に関する知識を掲載した。また、不要不急の外出

ができないことから、運動不足が心配されるため、自宅でできる

ストレッチ方法も掲載した。 

   児童生徒の心の健康が心配される期間であったが、動画配信

で担任などの顔を見たり、学校の様 

子を知ったりすることで、楽しかった 

学校生活を思い出し、学校再開時に 

安心して登校できることを願った。 



②学校再開後の保健指導 

ア． 学校再開時の感染予防指導 

６月の学校再開時には、全校放送で新型コロナウイルス感染症予防のための学校の新し

い生活様式について指導できるよう準備をした。プレゼンテーションを作成し、登校前は

家庭で検温と健康観察を行うこと、登校後は健康チェックカードの提出や手洗い・手指消

毒をすること、学校では原則マスクをつけて生活することなどの指導をした。その他にも、

児童生徒に過度な不安を与えないように配慮しながら、「３密」や「ソーシャルディスタンス」

についても理解できるように分かりやすく説明し、人と人との距離を保つことや換気の重

要性についても指導をした。児童生徒は、今までと違う学校生活に戸惑いながらも真剣に

話を聞き、緊張感をもって学校生活をスタートすることができた。 

学校再開後しばらくの間は、家庭での朝の検温やマスクを忘れてくる児童生徒もみられ

たが、継続して指導することによって、学校の新しい生活様式が徐々に定着していった。 

 

イ． 新しい生活様式についてのアンケート（６・９月） 

６月の学校再開時に全校放送で、新型コロナ  

ウイルス感染症予防のための新しい学校生活 

様式について指導を行ったが、家庭での感染症 

 予防についても指導が必要であると考えた。そ 

こで、家庭での感染症予防について振り返るた 

め「新しい生活様式に関するアンケート」を作成 

して実施した。（資料⑦-1）アンケートの内容は、 

手洗い、マスク、換気、外出、人との距離（ソーシ 

ャルディスタンス）、早寝早起き、食事、検温の8 

項目で、回答は４段階とした。アンケートの下に 

は自由記述欄を設け、養護教諭に対して、困っ 

たことや心配事を自由に記入できるようにし 

た。自由記述欄には、「いつまで マスクをしな 

いといけませんか。」、「コロナになったらどうし 

よう。」などの質問や相談があった。自由記述欄 



に記入した児童生徒には、養護教諭が返事を書き、不安を少しでも和らげるようにした。 

6月の新しい生活様式についてのアンケートの結果、手洗い、マスク、検温はできている 

児童生徒が多かったが、人との距離（ソーシャルディスタンス）や、早寝早起きに課題があ 

ることがわかった。特に、早寝早起きでは、「あまりできなかった」「全くできなかった」と答 

えた児童生徒が約32％であり、他の項目より意識が低いと分かった。そこで、生活リズム 

チェックを行うことにした。（資料⑦-2）その後、9月にも同じアンケートを実施し、変容を 

比べることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい生活様式についてのアンケート結果（６月） 

新しい生活様式についてのアンケート結果（９月） 



ウ． 生活リズムチェック（６・９月） 

令和２年３月～５月までの約３カ月間、臨時 

 休業となり、児童生徒の生活習慣の乱れが心 

 配された。そこで、養護教諭部会では、各校で 

平日５日間生活リズムチェックを実施し、生活 

習慣の実態把握をした。チェック項目は、就寝 

時刻、起床時刻、朝食摂取の有無の3項目を 

共通項目とした。その他に、歯みがき、メディ 

アの時間、排便の有無など各学校の実態に応 

じた内容を設定した。学校再開後の6月に、全 

児童生徒にチェック表を配付し、自分の目標 

を一人一人決めて取り組んだ。そして、最終 

日には児童生徒が自分の生活を見直すこと 

ができ、保護者からも応援メッセージやアド 

バイスなどが得られ、協力的な姿勢が見られ 

た。 

６月の生活リズムチェックの取組の結果、就  

寝時刻が遅いこと、朝食を摂取していない児童生徒がいるなどの課題が明らかになった 

ため、睡眠・朝食指導を実施することとした。その後も継続して、夏休み明けの９月に生活 

リズムチェックの取組を行い、生活習慣の改善を目指した。 

 

エ． 保健委員会活動 

よりよい行動を選択し行動できるようにするために、教職員からの働きかけだけでなく、

児童生徒の保健委員会による子ども同士の気づきや

働きかけを大切にした。 

正しい手洗いの仕方や換気の方法についてを動画 

 で全校に放送した。その他にも、石けんや消毒液の補 

 充をしたり、自席で過ごすことなど呼びかけたりした。 

また、中学校では、各クラスで生活リズムアンケート 

の結果を用いて、睡眠や朝食の重要性について話し、 

よりよい生活方法について呼びかけを行った。 

 

オ． 養護教諭からの働きかけ 

〇睡眠指導 

睡眠指導では、クイズ形式のプレゼンテーションを作成した。小学生では、低学年は９～ 

１０時間、高学年は８～９時間の睡眠時間が必要なことや、中学生では最低でも７時間の

睡眠をとることや、規則正しい生活を送ることが、病気に負けない丈夫な体づくりにつな

がることなどを指導した。 

指導後は、各学校の保健だよりで保護者に伝え、睡眠に関する資料を保健室前に掲示

して継続的に指導を実施した。 



〇朝食指導 

朝食指導でも、クイズ形式のプレゼンテーションを作成した。朝食を食べると体温が上

がり、集中力がアップすることや、学力も体力も向上することなど、身体に与える良い影

響について指導をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （睡眠指導）                         （朝食指導） 

〇羽島郡養護教諭部会通信「元気UP通信」の作成・配付 

生活リズムについては、家庭における協力が不可欠であることから、保護者にも実態

を知っていただくため、 新型コロナウイルス感染症予防の取組や生活リズムチェックの

結果を掲載した「元気UP通信」を作成・配付した。（資料⑧-1～4） 

生活リズムチェックの取組の結果、多くの児童生徒の就寝時刻が遅い傾向が見られた

こと、朝食を摂取していない児童生徒もいたことなどの課題を保護者に知らせた。さらに、

学校で養護教諭が、児童生徒に指導

した内容も掲載した。児童生徒も保

護者も「早寝早起きは大切である」

「朝ごはんは大切である」と分かって

いてもできない実態もあることか

ら、メディアの適切利用の仕方や、忙

しくて時間のない朝でも簡単に作る

ことができる朝食のレシピを紹介し

た。 

 

③思いやりの心を育てる人権指導 

６月の学校再開時に1回目の人権指導として、新型コロナウイルスがもたらす３つの感染症

についてプレゼンテーションを作成し、全校放送で指導をした。定期的に「教育相談アンケート」

や「新しい生活様式についてのアンケート」などを実施し、不安や心配事がないか児童生徒の

心の状態を確認し、個別の面談や家庭連絡を行った。 

令和３年度に入り、緊急事態宣言が発令され、新型コロナウイルス感染者の増加に伴い、学

校においても児童生徒自身や家族がPCR検査の対象者になったり、家族の職場や学校で陽

性者が確認されたりするなど、いつ誰が感染しても不思議でない状況となった。そんな中、新

型コロナウイルス感染症に関するハラスメントが起こらないように、２回目の人権指導を各校

で行った。日本学校保健会制作「新型コロナウイルス～差別・偏見をなくそうプロジェクト」の

映像を使用して、戦うべき相手はウイルスであって人ではないことを指導し、ワークシートに



記入できるようにした。指導当日に保護者宛の文書を配付し、新型コロナウイルス感染症によ

る差別偏見はあってはならないことを家庭にも啓発した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

（1回目 人権指導資料 ）              （差別偏見防止動画の視聴） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

さらに、夕方に学校メールを利用して、本日の

学習内容について家庭に周知した。陽性者とな

った児童生徒・教職員を詮索しないことや、噂や

デマといった不確定な情報を絶対に拡散しない

ことなど、保護者と共にもう一度動画を見て、家

庭内でも理解することをお願いした。 

 

 

 

 

（３）学校医・学校歯科医・学校薬剤師・地域との連携 

①学校医との連携 

学校の新しい生活様式に基づき、学校での活動の留 

意点や消毒方法などについて、常に学校医と連絡を取

り合い、指導・助言をいただいた。臨時休校明けの健康

診断では、待つ位置を床に示し、ソーシャルディスタンス

を十分に保つなど、感染予防対策を徹底して実施した。 

 

自身の感染症予防ができている

か確認をすることで、「いま、じぶん

にできること」は何かを考えた。 

不安にならないために正しい情報

を信じ、うわさを広げないことや、差

別をうまないために、戦うべき相手

は人ではなく、ウイルスであることを

強調した。 

（２回目 人権指導ワークシート ） 



②学校薬剤師との連携 

環境衛生検査における二酸化炭素濃度検査では、効

果的な換気方法について指導をしていただいた。指導し

ていただいたことを、養護教諭が職員打ち合わせや児

童生徒保健委員会で伝達することにより、教職員のみな

らず、児童生徒が効果的な換気を進んでできるようにな

った。その他にも、消毒液の使用方法や、エアコン使用時

の換気方法などについて助言をいただいた。 

 

③PTA・地域との連携 

PTA作成の児童向け人権啓発資料を配付し、啓発した。漫画で作成されていたため、低学

年でも分かりやすいものであった。PTA会長から差別偏見防止のための文書を学校メール

で送信し、保護者の理解を得た。 

また、児童生徒の下校後には、保護者やシルバーボランティアが校舎内の手すりや電気スイ

ッチ、ドアノブ、水道の蛇口、机椅子などを中心に、消毒をしている。 

その他にも、地域ボランティアを要請し、小学校１年生の各学級で給食配膳の補助をして 

いただいた学校もあった。児童は手洗いを済ませ、自分の席に着席し、配膳終了まで動画を 

鑑賞することで、静かに待つことができた。 

 

 

５ 成果と課題 

〇全教職員が緊急時に適切かつスムーズに対応できるよう、羽島郡内で統一した「疾病別対応フロー

チャート」「アクションカード」を作成したことで、危機管理体制の整備ができた。 

〇関係機関（消防隊員・医師）と交流することで、緊急時の対応について学び、実践力につなげることが

できた。 

〇学校医・学校歯科医・学校薬剤師の指導・助言を受けながら、感染症の予防対策を行うことができた。 

〇児童生徒が新しい生活様式に順応し、感染症対策のために、自分たちで考え、行動することができる

ようになり、さらに、思いやりのある行動がとれるようになった。 

〇休業明けに生活リズムチェックを行ったことで、児童生徒の実態に合った保健指導を行うことができ

た。継続して生活リズムチェックを行うことにより、児童生徒の意識づけにつながった。 

〇新型コロナウイルス感染症から生まれる差別偏見の観点を指導し、児童生徒の心身の健康を守るこ

とができた。 



〇養護教諭が感染症の予防対策のため、コーディネーターとして教職員や児童生徒、保護者、関係機関、

地域をつなぐことができた。 

●規則正しい生活リズムの大切さなど、感染症対策について理解していても、行動変容までに至らな

い児童生徒がいた。今後は指導内容を検討し、集団のみならず、個に対する指導を充実させる必要

がある。 

●新しい生活様式についてのアンケートでは、他の質問と比較して、「ソーシャルデイスタンス」「早寝早

起き」が全くできなかったと答えた児童生徒が多かった。今後も、継続した指導が必要である。 

   ●今後いかなる危機に直面しても、養護教諭がコーディネート力を発揮できるよう、日ごろから、教職

員や児童生徒、保護者、関係機関、地域と連携を図る必要がある。 

 

６ おわりに 

 課題解決に向けて、主体的に健康な生活を実践しようとする児童生徒の育成を目指して、これまで研

究を進めてきた。令和２年度より、コロナ禍の今こそ児童生徒が自己の健康を見つめ直し、自分の健康や

安全を守る力をつけてほしいと考え、養護教諭の専門性を生かした内容の資料や通信などを作成し、活

用することができた。新しい生活様式として多くの制限をされた中で、今までにない石けんの消費量や換

気を呼びかけ合う姿に、教職員・児童生徒の自分や周りの人々の健康や安全を守ろうとする意識の向上

を感じた。生活リズムだけでなく、様々な場面において自己理解を深め、さらに生涯にわたって健康な生

活を実践しようとする児童生徒を育成するため、これからも養護教諭としてできる指導や支援の在り方

を研究していきたい。 
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